課題Ａ　レポート「自己分析：自分の強みと弱み」ルーブリック（12ポイント満点）
自己啓発において、自己分析は重要なステップである。授業で習ったツール（もしくはそれに類するもの）を１つを使って、①自己分析を行い、その結果として、②自分の強みと弱みをまとめなさい。その際、それらを裏付ける具体的なエピソードを必ず添えること。また③強みを伸ばし、弱みを補強するためにはどのような自己啓発が今後必要となるかについても記述すること。（1,600字程度、Ａ４用紙。メールもしくは紙で提出すること。紙で提出する場合はこのルーブリックを最後につけてホチキスでとめること。締切り：メール→6月15日23時59分、紙→6月15日授業終了時）
	
	素晴らしい！（２ポイント）
	もう少し！（１ポイント）
	残念（０ポイント）

	①現状分析
	自らの強みと弱みについて、授業で紹介したツールもしくはそれに類するものを使った分析がなされている。
	自らの強みと弱みについて、個人の主観による分析がなされている。
	求められている内容が理解できていない。

	②証拠のある記述
	強みと弱みを裏付ける複数のエピソードは、過去の出来事、他者からのコメント、データに基づいており説得力がある。
	強みと弱みを裏付けるエピソードは、主観的なものが多く、客観性にやや欠ける。
	具体的なエピソードが記述されていない。

	③目標の明示
	今後必要となる自己啓発について、具体的で、測定可能な目標が設定されている。
	今後必要となる自己啓発について、曖昧な目標が設定されている。
	今後必要となる自己啓発について、目標が設定されていない。

	④手法の選択
	今後必要となる自己啓発について、具体的で、適切な手法が記載されている。
	今後必要となる自己啓発について、手法が記載されているが、具体的でないか、適切でない。
	今後必要となる自己啓発について、手法が記載されていない。

	⑤文章構成
	文章は論理的な順序で記述され、読者は内容を容易に理解することができる。
	文章は論理的な順序で記述されていないこところがあり，内容を理解するのは不可能ではないにせよ，読みにくい。
	論理的な順序で組み立てられた文章ではないので，読者はその内容を理解できない。

	⑥日本語
	漢字や文法上（改行の仕方など）の誤りがない。
	漢字や文法上（改行の仕方など）の誤りは4個以下である。
	漢字や文法上（改行の仕方など）の誤りは5個以上ある。


（12点満点中　　　　　　点）
課題Ｂ　レポート「組織内教育の提案」ルーブリック（12ポイント満点）

　あなたが所属している組織（バイト先、サークル、ゼミ等）を一つ選び、①どのような問題点があり、②その問題点を解決するために、どのような組織内教育を行ったらよいか（目標、手法、評価方法）について提案しなさい。（1,600字程度、Ａ４用紙。メールもしくは紙で提出すること。紙で提出する場合はこのルーブリックを最後につけてホチキスでとめること。締切り：メール→6月15日23時59分、紙→6月15日授業終了時）
	
	素晴らしい！（２ポイント）
	もう少し！（１ポイント）
	残念（０ポイント）

	①証拠のある記述
	組織の現状分析は、よく観察された客観的なデータ・記述に基づいている。
	組織の現状分析は、主観的で感情的なエピソードに基づいている。
	組織の現状分析は証拠に基づいていない。

	②目標の明示
	問題解決をするための組織内教育について、具体的で、測定可能な目標が設定されている。
	問題解決をするための組織内教育について、目標が設定されているが、曖昧である。
	問題解決をするための組織内教育について、目標が設定されていない。

	③手法の選択
	問題解決をするための組織内教育について、具体的で、適切な手法が記載されている。
	問題解決をするための組織内教育について、手法が記載されているが、具体的でないか、適切でない。
	問題解決をするための組織内教育について、手法が記載されていない。

	④評価法の選択
	目標が達成されたかどうかを測定するための適切な評価方法が記載されている。
	目標が達成されたかどうかを測定するための評価方法は記載されているものの、適切な評価方法ではない。
	目標が達成されたかどうかを測定するための評価方法が記載されていない。

	⑤文章構成
	文章は論理的な順序で記述され、読者は内容を容易に理解することができる。
	文章は論理的な順序で記述されていないこところがあり，内容を理解するのは不可能ではないにせよ，読みにくい。
	論理的な順序で組み立てられた文章ではないので，読者はその内容を理解できない。

	⑥日本語
	漢字や文法上（改行の仕方など）の誤りがない。
	漢字や文法上（改行の仕方など）の誤りは4個以下である。
	漢字や文法上（改行の仕方など）の誤りは5個以上ある。


（12点満点中　　　　　　点）
課題C　レポート「職場内教育の優良事例分析」ルーブリック（16ポイント満点）
国内外の職場内教育の優良事例の中から、１事例を選択し、どのような特徴があるのか紹介しなさい。参考文献を3点以上必ず引用すること（そのうち１点以上は書籍を使うこと。インターネットのみの情報は認めない）。事例は、トヨタ、リクルート、東京ディズニーリゾート、マクドナルド、リッツカールトンから選択すること。それ以外の事例の場合は事前に相談すること。（1,600字程度、Ａ４用紙。メールもしくは紙で提出すること。紙で提出する場合はこのルーブリックを最後につけてホチキスでとめること。締切り：メール→6月15日23時59分、紙→6月15日授業終了時）
	
	素晴らしい！（４ポイント）
	もう少し！（２ポイント）
	残念（０ポイント）

	①参考文献
	３点以上の参考文献を引用している。
	１点以上の参考文献を引用している。
	参考文献を引用していない。

	②要　約
	当該職場内教育の特徴が明確に整理されている。
	当該職場内教育の特徴が記述されているが、あまり整理されていない。
	当該職場内教育の特徴の記述は、要点を欠いている。

	③文章構成
	文章は論理的な順序で記述され、読者は内容を容易に理解することができる。
	文章は論理的な順序で記述されていないこところがあり，内容を理解するのは不可能ではないにせよ，読みにくい。
	論理的な順序で組み立てられた文章ではないので，その内容を理解するのに苦労する。

	④日本語
	漢字や文法上（改行の仕方など）の誤りがない。
	漢字や文法上（改行の仕方など）の誤りは4個以下である。
	漢字や文法上（改行の仕方など）の誤りは5個以上ある。


（16点満点中　　　　　　点）
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